
年度　授業計画（シラバス）

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

基本カルテ例題集（２
１～２２）

【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

基本カルテ例題集（１
８～１９）

【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

授業を
通じての
到達目標

・眼科系疾患について医療費を計算できる。
・複数の診療科を受診する場合の医療費を計算できる。

各コマに
おける

授業予定

１．小テスト（特定疾患管理料の病名）
２．片眼・両眼での検査料の違いについて説明
３．眼科と他科を受診する患者の医療費を計算する

実務経験と
その関連資格

急性期病院にて約7年間入院業務を担当。その後大学病院、急性期病院にて入院・外来レセプトの点検業務やコン
サルタント業務を20年以上行う。また派遣社員に向けた教育担当に携わる。
医療秘書教育全国協議会では約20年検定委員に携わる。
建帛社、つちや書店より医事コンピュータ検定の書籍を執筆。滋慶教育出版からは基本カルテ例題集、応用カルテ
例題集を執筆。
診療情報管理士学会、医療秘書学会会員。
診療情報管理士、診療報酬請求事務能力認定試験、医療情報技師、がん登録実務初級者認定試験取得

使用教材

基本カルテ例題集
（全般）

授業を
通じての
到達目標

・特定疾患管理料について病名を覚える
・生体検査（心電図）について外来管理加算との関連を説明できる

各コマに
おける

授業予定

１．小テスト（前期で暗記した略語）
２．特定疾患管理料の区分番号と病名の説明
３．心電図の演習問題を使って医療費を計算する

能美　智子

科  目  名

視能訓練士学科3年制

医療事務総論演習Ⅰ

科　目　区　分

基本カルテ例題集（滋慶出版）

１．診療報酬に影響する診療行為を覚えて、患者様に説明することができる。
２．カルテに記載されている医療用語を理解することができる。
３．レセプトコンピュータを使って医療費を計算することができる。
４．基本レベルに相当する検定試験に合格する。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

ハイテクPCルーム2年 教室名

１．毎回の授業の最初に小テストを行います。前回学んだ内容を覚えてきてください。
２．検定試験に向けて、過去問題と予想問題の練習を何度も行います。特に自信のない学生は補習もしますので全員合格に向けて頑張りましょう！

担 当 教 員

内　　　容

・検定試験までのスケジュールを把握する
・前期に学んだ知識を覚えているか演習問題で確認する

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

基本カルテ例題集（２
３～２４）

【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

授業を
通じての
到達目標

・画像診断（レントゲン）について医療費を計算できる
・時間外に来院した患者の検査・画像加算を計算できる

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

１．小テスト（眼科検査料）
２．レントゲン（Ｘ－Ｐ）について入力操作方法の説明
３．時間外の各種加算について、検索方法の説明

授業を
通じての
到達目標

・画像診断（造影剤使用撮影）について医療費を計算できる
・電子画像管理加算について検索することができる

各コマに
おける

授業予定

１.小テスト（レントゲン）
２．造影剤使用Ｘ－Ｐについて入力操作方法の説明
３．時間外の手術

基本カルテ例題集（２
０）

【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

１．検定試験のレベルの説明
２．初診料～検査料までの演習問題（２症例）

授業の
方法

授業以外での準備学習
の具体的な内容

（予習）シラバスを読んでくる

（復習）小テスト用に指定された内
容を暗記してくる

2024

基礎分野 授業の方法 講義演習
授業時数(単位数)必修

１．指定された予習課題を次の授業までに行ってくる。
２．次の授業までに演習内容を読んでくる。
３．復習として小テストに出題される内容を暗記してくる。

１．定期テスト（８０％）
２．予習課題の提出（２０％）

各コマに
おける

授業予定



授業を
通じての
到達目標

・画像診断（造影剤注入手技）について検索できる
・読影レポートの医療費について説明することができる

各コマに
おける

授業予定

第
15
回

基本カルテ例題集
過去問題

（予習）今までの症例を見直してく
る

（復習）ミスの多かった過去問題を
やり直してくる

過去問題
【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

過去問題

１．小テスト（胃造影）
２．読影レポートの種類について
３．内視鏡下生検法の手技と点数について

【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

基本カルテ例題集（２
９～３０）

【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

授業を
通じての
到達目標

後期のまとめ

各コマに
おける

授業予定

今までに学んだ症例の中から、模擬試験形式で検定の練習を行う
８０点以上を目標とする

各コマに
おける

授業予定

１．過去問題（２症例）眼科疾患の症例
２．解答・解説（採点）
３．間違えた問題を修正する

授業を

通じての
到達目標

・伝票形式の演習５
・目標：正答率80%以上の正確性

各コマに
おける

授業予定

１．過去問題（２症例）内視鏡、造影撮影の症例
２．解答・解説（採点）
３．間違えた問題を修正する

授業を
通じての
到達目標

・伝票形式の演習６
・目標：正答率80%以上の正確性

各コマに
おける

授業予定

１．過去問題（２症例）喘息の症例
２．解答・解説（採点）
３．間違えた問題を修正する

各コマに
おける

授業予定

１．小テスト（造影剤使用撮影）
２．胃造影撮影、特殊撮影の検索方法
３．内視鏡検査のしくみについて

基本カルテ例題集（２
７～２８）

【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

授業を
通じての
到達目標

・画像診断（ＣＴ・ＭＲＩ）について医療費を計算できる
・同一月に2回以上のＣＴ、ＭＲＩの減点について説明できる

各コマに
おける

授業予定

１．小テスト（読影レポートの種類）
２．月２回以上のＣＴ、ＭＲＩの点数について
３．ＣＴ、ＭＲＩの造影剤注入手技料

授業を

通じての
到達目標

・伝票形式の演習１

各コマに
おける

授業予定

１．伝票形式を使った解き方
２．解答・解説（採点）
３．間違えた問題を修正する

第
8
回

第
9
回

基本カルテ例題集（２
５～２６）

授業の
方法 内　　　容

授業を
通じての
到達目標

・画像診断（胃透視）について医療費を計算できる
・胃の内視鏡検査について医療費を計算できる

第
10
回

第
11
回

使用教材

過去問題

過去問題
【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

過去問題
【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

過去問題
【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

授業を
通じての
到達目標

・伝票形式の演習４
・目標：30分内の入力スピード

第
12
回

第
13
回

第
14
回

【予習】次の症例を読む。

【復習】ノート整理。小テスト対策

授業を
通じての
到達目標

・伝票形式の演習２

各コマに
おける

授業予定

１．過去問題（２症例）特定疾患の症例
２．解答・解説（採点）
３．間違えた問題を修正する

授業を
通じての
到達目標

・伝票形式の演習３
・目標：30分内の入力スピード

各コマに
おける

授業予定

１．過去問題（２症例）整形外科の症例
２．解答・解説（採点）
３．間違えた問題を修正する


